
茶山の王朝体制改革構想と経学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クォン　　　　スン　チョル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　権　　　純　哲

く要　旨〉

　本稿は、茶山の体制構想を、彼の儒教古典解釈との関連で検討しようとするも。

である。茶山思想の評価をめぐるさまざまな問題点を踏まえながら、特に王朝体制

自体をどう見るべきかという問題、あるいは王朝体制を支えていた儒捌思想をどう

理解すべきかという問題を念頭に置き、論を進めていきたい。分析の対象としては、

主に『経世遺表』の「小官」と「下官修制」を用いた。

　　『経世幽幽』の改革構想は主に『周礼』に思想的根拠を求めたものであるが、ま

ず、『礼』に執着せざるをえなかったことの歴史的経違や思想的背景を追跡し、茶

山の儒教古典研究の現実的かっ実践的性格を明らかにすることにっとめた。次に、

朝鮮王朝の基本法典である『経国大典』と茶山当時の支配体制が窺：える『大典通編』

の権力機構の編成を比較・検討することによって、体制の特徴及び問題点を幾つか

整理し、茶山の体制構想を、機構の整備、官階の整備、軍制の整備という三つの政

治的課題から考察した。

　機構の整備においては、『書経』のく三公一三孤一六官〉に思想的根拠を求めな

がら、〈議政府一六曹〉体制の強化が図られたことに注目した。六曹に属する衙門

の数的均衡を成し遂げる際には、衙門の移動・統合・新設などが行なわれたわけで

あるが、その理論的根拠として、あるときは『周礼』などの儒教古典が引用され、

また、あるときは『経国大典』の規定をそのまま存続させていることを解明し、そ

こから茶山経学の方法的性格を窺うことができた。

　官階の整備においては、古典の〈三公一三少一卿一大夫一士〉という序列の体制

に思想的根拠を求め、『経国大典』の「正・従九品」制度の簡略化がなされている。

ここでは、まず、大夫ではないはずの三公が「大匡輔愚慮禄大夫」と称されている

ように、改革構想自体とその古典の根拠との矛盾が指摘できた。また、大夫と士を

厳格に区別すべきであるという茶山の主張は、文・武のバランスのとれた人事を目

指すものである一方、動揺しっっあった身分制の問題を、体制強化の方向へ吸収し

ようとするものであったことも明らかにされた。

　軍制の整備においては、備辺司の中枢府への統合、議政府の時任大臣と六曹判書

の中枢府職の兼任禁止を通じて、軍務機関としての中枢府の正常化と最高機関とし

ての議政府の復権が推進されていたこと。「無卒之将」と「無将之卒」を再組織す

ることによって軍の組織と指揮系統の立て直しが図られていたこと。主力部隊であ

る三営の兵卒数の縮小と屯田設置を通じて国家財政の再建が図られていたことに注

目した。
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まえがき
　朝鮮王朝において、儒教は王朝革命のイデオロギーとして登場して以来、支

配体制はもちろん生活・風俗などのさまざまな方面から社会への浸透を深めて

きた。五百年の歴史を通じて、また朝鮮王朝滅亡のあと、天皇制の日本によっ

て支配された植民地朝鮮時代においても、さまざまな分裂の様相を示してはい

たものの、儒教社会の伝統は消滅しなかった。植民地支配から解放されて以来、

今日においても儒教の社会的な影響力は衰えていないのである。

　今も生きている思想である儒教それ自体が韓国の前近代において如何に変貌・

展開してきたかを、王朝体制の問題とその改革をめぐる議論を中心にして考察

していこうとするのが本稿の目的である。具体的には、茶山丁二二（1762－

1836；以下、茶山と称す）の改革構想と経学研究との関連性に焦点をあて、

『経世遺表』の「序品」と「天官修制」に現われる体制構想を中心に分析する

ことにする。また体制構想の核心である中央権力機構の組織改編の根拠として

挙げられている『書証』や『周礼』などの古典の存在は、王朝体制における儒

教思想の比重を表わすものとして軽視されてはならないと考える。

　以上のような問題意識の下で、まず茶山の体制学を理解するために前提とな

るものを整理し、次に茶山の体制学に至るまでの歴史的・思想的背景を考察し

た後、朝鮮王朝体制のあり方と茶山が指摘している体制の問題点と彼の改革案

を整理することで、茶山の体制構想を考察していくことにする。

第1節　茶山の体制学理解の前提

　茶山の体制学を理解するための前提として、まず次の二点を考えなくてはな

らないと思う。

　第…に、彼の改革構想が現実認識によっているものであることは言うまでも

ないが、その改革構想が彼の経学研究に支えられて、思想的論拠をもって提示

されているということである。たとえば、『経世二二』での体制構想は、主に

尭・舜・禺の礼を制度として実現した周の礼、すなわち『周礼』に思想的論拠

を求めている。しかし茶山によると、その周の礼は中国の歴史において継承・

実現されなかったという。その理由として、尭・舜のような聖王の「無為」政

治論が定着したこと、夏・股・周の三代に行われたという「礼の損益」に対する

意図的解釈によって周を理想とする考えが希薄になったことなどが指摘される。

これは、中国の学術、とくに漢代の儒学に起因するものであるが、その一方、
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当時朝鮮の支配階級の知識人には歴代中国の制度を理想とする中国に対する因

循意識が根強くあったこと、また朝鮮王朝成立以来の制度、すなわち「祖宗の

法」に対する因循意識が膨堕していたことなどが挙げられる。要するに、当時

朝鮮の支配階級の知識人の没主体的かっ非現実的な意識が、矛盾を呈している

制度の改革を妨げてきたという茶山の考えが読み取れる。保守か改革かという

制度を巡る認識上の摩擦を解消するためには、たとえば制度というものはなぜ

生じ、どのように変質するかなどといった、制度の本来的なあり方を当時の論

者に再認識させようとした意図が、茶山にあったのである。1茶山経学の意義

’はまさにここにある。しかし、茶山体制学の代表的著作である『経世遺表』、

『牧民引書』、『欽欽新書』の場合、茶山の政治経済の思想、特に改革思想研究

が注目されてきたが、その経学の側面についての研究は今始まったばかりであ

るといっても過言ではない。2

　第二に、茶山思想に対する評価の問題である。従来の研究で茶山の改革論の

特徴として主張されてきた「近代的」性格3は、言うまでもなく「近代」の価

値基準、即ち「近代」と「封建」という二項対立的な発展論の枠組みによって

はかられたものである。しかし、王朝体制の改革を主張したからと言って「近

代的」だとは限らないのと同じように、王朝体制の維持論だからと言って「封

建的」とも言えないのである。茶山の場合、王朝体制そのものに対する批判は

なく、むしろ王朝体制の下での改革案を示しているため、王朝体制の再編成

論4であると言われることがある。また、井田制についてもその実行方法の欠

如を挙げて茶山の改革思想の空想性を指摘する5など、茶山思想の評価をめぐ

る混乱はいまだ存在する。これは、李栄薫6が指摘するように朝鮮社会の基本

構造を如何に規定するかという社会経済史の問題がまだ明らかにされていない

ところに起因するだろうし、思想史研究の方から見れば、王朝体制自体をどう

見るべきかという問題がいまだ追究されなかったことに混乱の原因があると思

われる。王朝体制を考える場合には、それを支えていた儒教思想をどう理解す

べきかという問題が大きな課題となるわけだが、茶山に関する問題を中心に扱

う本稿においては、茶山思想に内在する問題意識や、彼自身の方法論を通じて、

この問題への接近を試みていきたい。

第2節　歴史的・思想的背景

朝鮮建国初期における儒教的制度の整備は、鄭道伝の『朝鮮経国典』と『経
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済二二』、　『経済六典』、『続六典』などの法典編纂から、成宗門の『経国大典』

の完成（1474年）へと続く。本稿が注目する吏・戸・礼・兵・刑・工という六

曹の行政組織は、高麗末期（1356年）の導入以来、朝鮮王朝の体制の基本をな

しているもので、’その経学的根拠は『二二』に求められている。7吏・戸・礼・

兵・刑・工とは、元来唐の尚書省に属した六部に由来するものの、中国におい

ては清末まで存続し、韓国では甲午更張（1894年）8によって消滅する行政制

度である。

　『経国大典』頒布後、　『続録』（1474年）と『後続緑』（1543年）の編撰、

『後続録』以後の教令を収録した『受教輯録』（1698年）、『典礼通考』　（1705

年）の撰進が行なわれ、『続大典』（1744年）、『続五礼儀』（1744年）、　『喪礼

補記』（1758年）の編撰が続く。これらの法典の温品作業は、壬辰倭心（1592

年）と鼠子胡乱（1636年）後の軍事制度と租税制度の変動によるものであり、

また「礼訟」をきっかけに表面化した礼制問題に対する補完でもある。しかし、

ここで留意すべきは、これらの作業が体制の改革を伴った法制の整備を意味す

るものではなかった点である。つまり、社会状況の散発的な変化に対応するた

めの諸措置が、主に『経国大典』に収められる程度にとどまったため、『経国

大典』体制を乗り越えるような改革が行われなかったのである。むしろ、『出

訴志』9、『秋官志』1。という行政のマニュアルの名称からもわかるように、朝

鮮王朝の体制は『周回』の武官体制に理念的に頼っていたのであり、『経国大

典』体制は、近代化の嵐の中で行われた甲午更張によって始めて根本的に変わ

る。その後の大韓帝国（1897年）の体制と、日韓併合による植民地朝鮮の総督

府体制、いわゆる近代の支配体制の問題は大きな課題であるが、その問題に関

しては別稿に委ねたいと思う。

　本稿で扱う茶山の体制学を理解するうえで注目すべきものとして、次の二点

の書物がある。一つは、柳馨遠（1622　一　1672）の『旙渓山刀』である。『二二

随録』は、『周礼』を原理的によりどころとし、『通典』や『文献通考』など

を引用しながら、さまざまな制度改革案を提示している。そのため、茶山当時

まで政治の参考書のように利用されてはいたが、それによる改革は行われず、

彼の改革案が全体的に検討されたこともなかったのである♂これは、茶山の

体制学の前奏として注目に値する。

　二つめは、英祖の命令によって編撰された『文献備考』（1770年）である。12

『通覧』や『文献通考』の体裁に則って、朝鮮王朝以前からの法制の変遷を整

理しようとした『文献備考』の編撰自体が、制度に対する主体的認識の現われ
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にほかならない。つまり、当時すでに矛盾を呈していた法制上の諸問題解決の

緒が、まず制度そのものの歴史的変遷を整理することに求められていたことが

窺える。

　茶山の体制構想が示されている『経世西表』には、『周礼』に対する茶山の

こだわりが強く感じられるが、そこには、以上のような歴史的経違と思想的背

景が考えられる。『経世遺表』の序に当たる「引」13においては、まず、『経世

遺表』で論じているのが、専制的王権体制を支えてきた法ではなく、聖王の法

即ち「礼」であることを強調している。改革の必要性とその対案の正当性を証

明するためのビジョンやイデオロギーを、儒教の原理に則って示そうという意

欲的な現実認識が茶山にはあったのであろう。『経世遺表』が『周礼』を手本

にし：ていることは、その基本構成が天・地・春・夏・秋・冬になっていること

からも窺うことができる。もともと『面面面面』14と名付けたのを『経世遺表』

と改名したことから、彼において「礼」が経世の基本概念であることを物語っ

ているように思われる。

第3節　朝鮮王朝体制の問題

　『経国大典」において中央権力機構が如何に規定されているかを窺うために、

吏典と兵典の京官職の体制を表にしたのがく表1＞である。＜表2＞は『経国

大典』と茶山当時の権力構造が窺える『大典通編』における機構の増減を明ら

かにし、衙門を、それが属している六曹別に再分類したものである。『経国大

典』と『大典通編』15において機構の増減はあるが、体制の変化はない。

＜表1＞　経国大典

　衙門（東班）

正一品

純一口

出二品

田崎謡

扇三品

宗親府、議政府、武勲府、儀賓府、敦西府

義禁府

六曹、漢城府

司憲府、開城府、忠栩府

掌隷院、司諌言、経錘、弘文舘、芸文舘、成均舘、尚二院、春秋舘、承

文院、通礼院、奉常寺、宗簿寺、校書舘、司二院、内医院、三衣院、司

僕寺、軍器寺、高畠寺、内二二、司渠寺、礼二三、司二三、軍資監、済

用監、繕工監、司宰監、掌楽院、観四二、典医監、司三二
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従三品

正四品

従四品

正五品

等五品

正六品

等六品

世子侍講院

宗学、修城町火司、典雪辱、豊儲倉、広遠倉

典艦司、典泪司

内需司

昭格署、宗廟署、社稜署、平市署、司娼署、義盈庫、長興庫、泳庫

掌苑署、司三章

養賢庫、典牲署、司畜署、造紙署、恵民署、図書署、典獄署、

活人署、瓦署、師厚署、四学、五部、文昭殿、各週殿、旧恩殿

兵甲（西班）

正一品

正二品

従二品

正三品

正五品

中枢府

門衛都町府

五衛＝義興衛・龍駿衛・虎責衛・忠佐衛・忠武衛、兼司僕、内禁衛

訓練院

世子栩衛司

＜表2＞　六曹編成の比較

　経国大典

　東班衙門

　宗親府、議政府、忠勲府、儀賓府、敦寧府

　義禁野、漢城府、司憲府、経錘、開城府

　司諌院：11

　吏曹

　忠蜴府、内侍府、尚瑞院、宗簿寺、司饗院

　内需司、抜三野：8

　下野

　内資寺、内謄寺、千三寺、司謄寺、軍資監

　済用監、司宰監、豊儲倉、広興倉、典艦司

　平市署、司醗署、義盈庫、長興庫、司圃署

　養賢庫、五部：18

大典通編

G善老所）

増；備辺司、水原府

　江華府、溶川司

　：16

廃；忠栩府、宗簿寺

　：6

廃；司購寺、司隠子

合；豊儲倉

新；宣恵庁：16

開場

弘文舘、芸文舘，成層舘、春秋舘、無文院

通礼院、奉常寺、校書舘、内医院、礼賓寺

台；宗学、昭格署、泳庫

　司畜署、帰厚署、文昭殿
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掌楽恥く観象監、典医監、司訳院、世子侍講院

宗学、昭平坪、宗廟署、社影干、泳庫、三牲署

司畜署、下民署、図書署、活人署、帰厚署

四割、文昭殿、各陵殿、延坪殿：47

　延恩野

合；校書下

新；奎章閣、世孫講読院

　景慕宮、二丁殿官：43

兵曹

中枢府、五衛三三府、五二＝義興衛・二二衛

・虎門衛・忠佐衛・忠武衛、兼司僕、内禁衛

訓練院、二二寺、軍器寺、二三司

世子翔衝司：15

二曹

掌山院、典獄署：3

三曹

尚衣院、繕工監、修城禁火司、典泪司

掌苑署、造紙署、瓦署：8

廃；五二

合；兼司僕＋内禁衛

新；宣伝官庁、世孫衛二二

　守門将庁：12

　　　＊軍衛衙門；訓練都監、禁衛

　　営、御営庁、捻戎庁、雇衛庁、

　　龍虎営、捕盗庁、壮勇営、守

　　禦庁、管理営、鎮撫営：11

合；掌隷院：2

廃；修城禁火司、典泪司

：6

衙門の総数

110 125

　以上のく表1＞、〈表2＞に見られるように、朝鮮王朝体制の特徴としては、

次のようなことが挙げられる。（1）組織構成において品階を優先していること。

（2）官僚組織において東班（文官）と西班（武官）の両班を区分しているこど6。

（3議政府のほかに、六二から独立した上位機関が複数存在していること。例え

ば宗親府、忠勲府、儀賓府、敦寧府、義禁府、司憲府、司諌院、備辺司など。

（4）六曹間に衙門数の不均衡があること。例えば三曹の肥大と三曹や工曹の貧弱。

㈲『経国大典』と『大典通編』体制において軍制が大きく変化していること。

　このような特徴とともに、『大典通編』においては、軍事制度を始めとする

権力機構が強化されているのが目立っ。例えば臨時機構であった備辺司は、壬

辰倭乱と丙子胡乱の両乱を経て軍国機務を総括する最高機関として定着してい
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く。備辺司の肥大化は、軍事制度の変化とともに朝鮮後期において権力体制の

不安定さを象微するものといえる。またそれによって議政府の機能が麻痺する

ことになったことは留意すべきであろう。17

　軍事制度の場合、壬辰倭乱、仁祖反正（1623）と李這の乱（1624）、丙子胡

乱、李二佐の乱（1728）などの三芳と内政の不安によって臨時方便的に多くの

軍門が増設される。廃止された五衛に代わるものとして、首都防衛の訓練都監・

御営庁・禁衛営、首都外郭防衛の二丁庁・守卯時の五軍営体制と、王権雇衛の

雇衛庁・龍虎営が存続していく。18特に王の親衛部隊と首都防衛が強化されて

いる。しかし、その組織の変動は激しく、それゆえ軍事制度自体は安定してい

なかった。例えば『続大典』に「五二兵制野物、独男官名」とあるように、五

三を廃止する際に兵士を再編成するだけでその官名は残すなど、いわば「馬脚

の職」が存続することになる。また内外の混乱に際して軍功による官職の贈与

が奴隷にまで及ぶなど、王朝社会の基盤ともいえる身分制も揺らいでいく。こ

のような軍制の存廃統合と「虚職」19の増加は、軍制の運営のための財政の負

担を加重するとともに、なお不安定な権力基盤の揺らぎに拍車をかけることに

なる。

　これらの問題は、茶山が当時直面していた体制問題の一部でもあったのであ

る。

第4節　茶山の体制構想

　茶山が提示している朝鮮王朝体制の問題点と改革案の大綱20は、『経世遺賢』

の「引」で窺うことができるが、何よりも注目しなければならないのは、茶山

自身が改革の必要性を感じていた当時の朝鮮王朝体制の実態である。

　　（前略）我邦之法、二丁高麗之旧。世宗朝小恩損益、一寸壬辰野乱以後、

　　百度堕壊、庶事二二。軍門累増、国用下端、田疇素乱、賦敏偏辟、生野之

　　源，尽力二二、費財之寳、随意下襲。於是皆野減員為救急之方。所増升斗、

　　所損丘陵。百官不備、正士無禄。野風大作、生民憔怖。窺嘗思之、蓋一毛

　　一髪、無二二丁。及二不二、其必亡国而後学，斯豊忠臣志士、所袖手国国

　　二者哉。　（5－2上ab『経世附表』　「引」）。

　　　我が国の法制は、多くふるい高麗のものを引き継いでいます。世宗の時

　　に少し改革したことはありましたが、雪持倭乱以後、制度上のすべての基

　　準がなくなり、一般行政が乱れてしまいました。軍事組繊が益々増えて国
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　　家財政が蕩尽され、土地制度が乱れて税制が公平性をなくしてしまいまし

　　た。経済の生産活動の源泉を防ぐのに力を尽くし、消費支出の枠を作るの

　　にほしいままでした。このような状態においては、まず部署の統廃合と人

　　員の減少のほかには、救急の方法がありません。増える財源は升斗程度で

　　ありますが、支出のほうは丘陵ほどの量であります。行政のシステムは整

　　備されておらず、実務を担当する官吏には給料がありません。そのため、

　　不正の雰囲気が大いに起こり、人民は生活に苦しんでいます。私が考えて

　　みましたが、一毛一髪も病のない所はありません。今、改めなければ、国

　　は必ず滅んでしまいます。どうして忠臣志士が袖手傍観などできるでしょ

　　うか。

　ここで、茶山が指摘しているのは、第一、朝鮮王朝の基本法制が高麗制度の

因循を脱皮していなかったこと、第二、壬三二乱、二子胡乱以後の軍制の増強

による財政の圧迫と、それによる租税の増加、そして人民の生活苦などの悪循

環である。「二丁不二、二二亡国二二巳」というように、茶山は当時の朝鮮社

会を危機状態と認識していたのである。

　このような認識の下で展開されている茶山の改革案が、先進科学技術の導入、

産業の育成、財政の合理化、行政の強化を指向していたことは注目に値する。

例えば、当時中国の先進科学技術の導入とその研究や普及を担当する部門とし

て二曹の利用監や、地方豪族や郷吏が独占したまま行政上放置されていた山や

島の生産物と資源を管理する部門として二曹の二二寺・二丁寺と刑曹の緩遠地

を新設したり、税収上の不正や商品流通の素謡、そして国家経済実態の把握の

混乱の原因になっていた度量衡を管理する量二二や、私文に依拠したために紛

争の種になっていた住宅、土地、奴碑の所有証明を担当する券契司を刑罪に新

設したりする。つまり、殖産興業を重視するとともに、それに対する中央政府

の法的直接支配を主張する点において重要なのである。議政府を中心として、

法治に基づいた行政の強化や産業の重視という改革案を示した点に茶山思想の

先進性を窺える。

　ここでは、王朝体制に対する茶山の改革構想の大綱を、機構、官階、そして

軍制の問題を通じて窺ってみることにしたい。

1　機構の整備

まず茶山が『経世引回』で最も重視したのは、権力構造の問題であった。以
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上のような様々な問題を持っていた当時の朝鮮の支配体制に対する提案として、

第一に、『経世遺表』の「僧官」で六型を総括する上位機関としては議政府だ

けを置き、他のすべての衙門を六曹に等しく配置している。『経世遺表』の本

文の最初に、

　　　唯我国定、創業垂統、蝕四百年。門下紐解、庶事不振。宜唱法修官、以

　　昭祖烈。請命三公三孤、広敷六典、以詔阿児、乃命六町、修厭職事、分其

　　属司、以佐下平邦国。一日天官吏曹、其属二十、掌邦治。二日地官戸曹、

　　二二二十、掌三教。三日春官二曹、其属二十、掌邦礼。四日警官兵曹、其

　　属二十、掌邦政。五日秋官二曹、其属二十、掌邦刑。六日冬官工学、其属

　　二十、掌邦事。二六属之官、大事関二曹、小事専決之。（5－4上a「序

　　官」処官吏曹第一）

　　　思うに、我が国家が創業垂統して以来、四百年余りになりますが、綱紀

　　が弛緩して国家の事業が進展しないので、法制を改め官職を整備すること

　　によって、祖宗の偉業を明らかにすべきであります。請うに、三公・三男

　　に、六典を広く行き渡らせるように命じて六官に（国王の意思を）告げ知

　　らせることと、六二に、それぞれの職事を整備してその二二を分けさせる

　　よう命じて、王を補佐して邦国を和平にすることを。（六官のうち）一番

　　目は天心の二曹で、その二二は二十にして人事を担当させます。二番目は

　　二二の二曹で、その二二は二十にして財政・教育を担当させます。三番目

　　は春鳥の二曹で、その属司は二十にして儀礼を担当させます。四番目は夏

　　官の兵曹で、その属司は二十にして治安・軍事を担当させます。五番目は

　　秋官の刑曹で、その門司は二十にして司法を担当させます。六番目は冬野

　　の二曹で、その属司は二十にして産業を担当させます。すべての六官の属

　　司では、大事は曹と相談し小事は専決するようにします。

と、体制改革の必要性を言いながら、体制改革を三公・四丁、即ち議政府が中

心になって行うよう、国王が命令する形式をとっている。このく議政府一六曹

〉体制21は、彼の体制構想において最も重要な点である。この構想は『周年』

よりも『書経』のく三公一三孤一六官＞zaにその思想的論拠を持っている。

　第二点は、後述のように三階による衙門を羅列していないことである。ここ

に、尾州ではなく機能を重んじる茶山の考えが窺える。これはく議政府一六曹

〉体制を強化するたあであろう。

　第三点は、各六曹に属する衙門の数を、それぞれ二十衙門ずつ均等にしてす

べて一百二十衙門にしている点である。このようにした理由として、（1）『周ネU
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は天子の礼であり我が国家は藩国であるので、制度の規模は小さくするのが宜

しい。②『周礼』の六官の属司は各々六十ですべて三百六十というのが、天地

四時日月星辰の度数、即ち天地自然の秩序に則った（鄭玄注）ように、六曹の

属司を各々二十にして総数の一興二十というのも天地度数の象に則ったことに

なる・という。そこで・『経国大典』の百一十の京官職牽分割・統合・増設し

たりするのに、古典を調べ、関連するものを分類し各々六曹に割り当てたesと

説明している。また、天地度数に則ったというほど、属司の定数にこだわるこ

とについても、郷制を「五族を州と為し五州を党と為し五党を郷と為す」と、

軍制を「六甲を旅と為し五旅を師と為し五師を軍と為す」と定めているように、

『婚礼』での法制の決まりが明確であるのは「世道の変化は無常であり、人主

の逸興は無限である」ため、物事に定数がないこと自体が乱れの原因になるか

らである。今、六月の属司を一国二十に制限したのは、国の庶事がこれより必

ずしも加減できないということではなく、このようにしなければ法にならない

からである。法を定めた後、もしやむをえず改める必要があれば、二十の内か

ら分割して一つを独立させたり、二つを統合して一つにしたりすれば宜しい。

ただしその大数だけは加減できないようにすれば、千萬年でも長く継ぐ模範的

な制度になる、と説明している。at

　以上のようにしてできあがった『経世遺表』　「序官」の体制を整理したのが

く表3＞である。

＜表3＞　「経世遺表」　「半官」の体制

　議政府

　吏曹；承政院、宗親府、儀賓府、平門府、下弓寺、司渠寺、国資寺、内呼野、司膳監、

　　　義盈庫、凌人声、口開寺、観干網、内医院、典医監、恵民署、命婦司、内需司、

　　　内侍府、抜庭署

　戸曹；漢城府、六部、六学、典棄署、典歩一、司畜署、平市署、司禄倉、司飯倉、司

　　　餉倉、職貢司、常平司、平岸司、版籍司、経田司、漕運司、司副署、司野崎、

　　　六保署、算学署

準準；太常寺、通礼院、典副司、典門司、守陵司、斉中州、滞陣院、弘文舘，侍講院、

　　　太史院、校書監、国子監、掌楽院、解文監、貢挙院、解衣院、尚瑞院、養老司、

　　　養賢庫、翌旦署

兵曹；中枢府、司馬府、武挙院、大駅寺、乗輿司、牧幸司、栩衛司、左和牛、右抜司、

　　　中衛司、宣教局、儀杖局、守禦局、龍駿衛、虎責衛、羽林衛、都統営、左禦衛、
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　　　右禦衛、管城衛

刑曹；義禁府、司憲府、監察院、禁制司、掌理署、討捕営、巡馨司、路鼓院、礼賓寺、

　　　行人司、綴遠司、司訳院、掌青院、掌隷院、：量衡司、券契司、津関司、職金署、

　　掌域署、律学早

早曹；山虞寺、林衡寺、野羊寺、川衡寺、繕工監、利用監、司兵寺、修城司、典園署、

　　　典堵司、典軌司、典艦司、頸瓦署、幡資監、早早局，典設司、掌苑署、司錘署、

　　造紙署、図画署

　このように、議政府の下に六曹をおき、衙門を新設したり移動したりして百

二十衙門を六曹に配置するが、ここで注目されるのは、刑曹と工曹組織の増強

である。これは、すでに言及した刑曹の綴遠司、量衡司、券契司、工曹の利用

監、山群寺、林衡寺のように、殖産興業に対する行政上の支援、商業の発達と

ともに複雑化しっっある経済生活を合理的に管理するための行政の整備を意味

するものである。

　また、その衙門を新設や移動するにおいて、その論拠を主に儒教古典、特に

『周礼』に求めている。それを整理すると、〈表4＞のようになる。

＜表4＞

　衙門

　議政府

　天官吏曹

承両院

宗親府

儀賓府

敦寧府

司饗院

司渠寺

内資寺

内贈寺

司膳監

義盈監

凌人署

宗簿寺

「経世遺表』体制の経学的根拠

　経学根拠　　　　　　　　　　　備考

　書経

天官学正

野野卑宗人・家宗人

天官内甕2・外甕・膳夫・庖人

天官膳夫

天官酒人・機甲・三人es

三尊漿人26

三種漁人・盤人

天官蓬人O「

二品凌人

天官太宰

六曹へ帰属

同上

同上

三戸曹

三戸曹

原戸曹

三戸郡司宰監

二戸曹
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観象監

内医院

典医監

恵民署

命婦司

内需司

内侍府

披庭署

地官戸曹

漢城府

六部

六学

典棄署

典牲署

司畜署

平市署

司禄倉

司食気倉

司餉倉

職貢司

常平司

平賦司

版籍司

経田司

漕運司

司圃署

司砿署

六保署

算学署

春官礼曹

太常寺

通礼院

書経

天官二丁

二二三二

二二九二・女御

天官内小臣・闇人・寺人

高官大司徒

地官郷大夫

地官春人・熈人

地官牧人・充人

品官司臨

地官司禄

禺貢、天官家宰・地官裁師・

闊師・遂人・里宰

秋山小高憲

地官場人

地霊ト人

三二大司徒

春思大宗伯

小史

秋官朝士

13

凋相野保章氏は春官

郷・遂の総官

五部を六部に。六郷

四二を六三に。古の郷校

新設

原広興倉

原宜恵三

原常平庁

原肥役庁

原活人署

古凹凹卿



典塊司

典廟司

守陵司

斉礼監

司諌院

弘文舘

侍講院

太史院

校書監

国子監

掌楽院

承文監

貢挙院

尚衣院

尚瑞院

養老司

養賢庫

哀栄署

夏官兵曹

中枢府

司勲府

武挙院

太駅寺

乗輿司

牧幸司

栩衛司

左披司

右抜司

中衛司

宣教局

儀侯局

守禦局

龍駿衛

　　　　　　　　　　　　　　　三社稜署

春官一般28

地官司諌・保氏

　　　　　　　　　　　　　　　芸文舘を吸収

書経師・傳・保

春官太史・少史・内史・外史　　　原春秋舘

春官外史

盲官大司楽　　　　　　　　　　　原話虚弱

春官大司楽・楽師・典同・大青・小面

地官郷大夫　　　　　　　　　　　本来無科挙

春宮直談　　　　　　　　　　　本来地官掌節の職務

　　　　　　　　　　　　　　　原書老司。大学の事

　　　　　　　　　　　　　　　大学の事

春官職喪　　　　　　　　　　　　原帰厚面。復設

　　　　　　　　　　　　　　　唐宋の枢密院。備辺司と統合

夏官司勲　　　　　　　　　　　　忠勲府と忠栩府を吸収

　　　　　　　　　　　　　　　原訓練院

転官校人・太駅　　　　　　　　　原品僕寺

　　　　　　　　　　　　　　　原内司僕

長官牧師・痩人・園師・園人

　　　　　　　　　　　　　　　原都詰府

天白前壷　　　　　　　　　　　原内兵曹

　　　　　　　　　　　　　　　冨衛庁と別軍職を統合

　　　　　　　　　　　　　　　原宣伝庁

　　　　　　　　　　　　　　　原部将庁

　　　　　　　　　　　　　　　原守門庁。城門将と空閾将を統合

　　　　　　　　　　　　　　　無二之将の再編

　　　　　　　　　　　　14



虎責衛

羽林衛

都統営

左禦衛

右禦衛

管城衛

秋官刑曹

義禁府

司憲府

監察院

禁制司

掌理署

討捕営

巡馨司

路鼓院

礼賓寺

行人司

綴遠司

司訳院

掌膏院

掌隷院

量衡司

券契司

津関司

職金署

掌域署

律学署

冬官工曹29

山虞寺

林衡寺

澤虞寺

川衡寺

三三監

秋山二二

秋山布憲

秋官回心氏

秋官司属・掌囚

秋官司籍氏

夏官太僕

秋官司儀

秋官大行人

議官象青

秋官司隷

心高・尭日・明堂位

地官司市・質人

心官司三

秋官職金

春官墓大夫

地官山虞

地官林衡

地官澤虞

地官川衡

15

同上

同上

原訓練都平

原御町庁

原禁衛営

原経理庁

憲府から分離

刑罰から独立新設

原典獄署

平門盗庁

警巡将庁

新設

勢門三

冬至使・通信使

新設。海島管理

門門曹

新設。郷吏管理

復讐。奴埠管理

新設。度量衡管理

新設

新設。訴訟多発

新設。税源確保

新設。土豪官吏の収奪防止

原堤野司。同上

原溶川司。税源確保



利用監

司兵卒

修城司

典園部

典応益

典一喝

典艦司

頸瓦署

播資畔

織染局

典寿司

掌馬騎

司錘署

造紙署

図画署

中庸・地引稟人

夏官掌固

冬官匠人

冬期唐人・狂人・朝朗

天掌典綜・典菓・染人

天官幕人・掌次

軍官圃人・場人

春官司錘

冬官郵亭

新設。技術導入

原兵曹軍器寺

原修城禁画角。玉詞

漢書の面前圓法。鋳銭

都市計画・建設

原戸曹

原瓦署

司饗院から分院

塗屋女盛用豊

原兵曹

原戸曹長興謡

講礼曹図書署

　この表に見られるように、いくつかの衙門においては『周礼』に従わずに当

時の体制を受け入れたり、『周礼』よりも『書経』に依拠したりするのが目に

つく。例えば観象監の場合、彼は次のように言う。

　　　又按、周章薦相氏、掌歳月日星之序事、保章氏、掌星辰日月之変動、為

　　春官宗伯之所属、則観象監当属礼曹。然五帝之時、凡治暦之官、皆為天官

　　（義詳尚書説；割注）。故司馬遷序天文暦法、而直名日天官書。治暦明時

　　者、天官之本職也。凋相氏・三章氏、唯察其気候、辮其天祥、非治暦之官

　　也。周礼天官、未満六十、或者此等官名、虚無脱落也。臣故観象監、属之

　　於天官。　（5－6下a同上天官吏曹第一）

　　　また考えるに、『周礼』では「凋相氏」が歳月日星の序事をつかさどり、

　　「保章氏」が星辰日月の変動をつかさどります。ともに春官の宗伯の所属

　　でありますので、観象監は当然礼曹に属すべきでしょう。しかし、五帝の

　　時、すべての治暦の官が皆天官でありました（意味は尚書説30に詳しい；

　　割注）。故に司馬遷の『史記』では、天文や暦法に関する部分を直ちに

　　「天官書」と名付けて分類したのであり、「治暦適時」は天官の本職であ

　　ります。「凋同氏」と「保章氏」はその気候を察しその天祥を弁じるもの

　　で、本来治暦の官ではないと思われます。『周礼』の天官の数が六十未満
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　　なのは、この治暦の官などの官名が脱落したからかもしれません。このよ

　　うな理由で、私は観象監を天官に属させたのであります。

　茶山は、まず『常礼』の「凋相氏」と「保章氏」は気候を察しその天祥を弁

じるもので、治暦の官ではないことを主張し、「治暦明時」が天意の本職であ

ることを、『書意』と『史記』に基づいて明らかにしょうとする。そして、

『周礼』に「治暦明時」の官がないことを脱落と推測し、天官が六十未満であ

る点と結び付けて理解しているのである。つまり、観象監が春官でなく天才に

属すべきであると主張するためである。

　このように茶山が、「治暦明時」が「凋相氏」「楽章氏」と無関係であるこ

とを主張し、治暦の官を重んじていたことには、まず観象監の官吏が『経国大

典』に設けられている「地理学」と「命課学」の科目31によって選抜されてき

たという体制内部の事情がある。それはもちろん、葬式だけでなく結婚・引越

の択日などの日常的禁忌が、朝鮮社会においては主に風水説とともに重んじら

れていたこどと密接に関連する。そこで、「地理学」と「命課学」などによ

る登用をやめ、さまざまな暦書を勉強した年少の文臣を「治暦明麗」の官に任

命すべきであると茶山は主張するsaのである。また、暦書においては、択日な

どの禁忌の記事をなくす反面、『大戴礼記』「夏小正」や『礼典』「月令」、そ

して古今の農書から政治に役に立つもの、農業に役に立つものを選んで編集す

べきであると主張する。

　観月監の場合で見られるように、体制構想において必ずしも『周礼』だけに

依拠せず『書経』によるものがある一方、もともと整理に属していた掌苑署は、

『周礼』地官の「圃人」・「場人」に該当するはずであるが、実際には現状の

ままにしたりする。また『周礼』において「山虞」や「沢虞」が司徒即ち地官

に属していることを「礼の損益」と解釈し、『経国大典』で山沢が穂並に属し

ていることを古制であると評価したりもする一方、偶堤司と溶川司を『周礼』

の「沢虞」と「川衡」に則って沢虞寺と川衡寺に改称し、また『周礼』の「山

虞」と「林衡」に則った山繭寺と林当寺を新設している。これは、自分の体制

構想を納得させるため、体制の改編の原理的根拠を儒教的理想により近いとこ

ろに求めながらも、その改編があくまでも当時の体制をベースにしていること

をアピールしょうとするものと思われる。
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2　官階の整備

　官階の整備においては、品階を優先している『経国大典』の「正・従九品」

制度Mに注目したい。「天官心心」によると、『経国大典』の東班（文班）官

階に対して、正一品から従四品までを「大夫」とし、正五品から従九品までを

「郎」としていること、そして品ごとに「大夫」や「郎」をそれぞれ二つずつ

置いたことを指摘し、次のように批判している。

　　　（前略）古里受命、不過台命（見礼経；割注）。今若以十有八品、毎分

　　二級、則其言為三十六層。自立以来、未有三十六層以為官階者也。古者士

　　有三等（上士・中直・下士；割注）、大夫有三等、而上大夫名之日卿、故

　　周礼六戚之長皆卿。為之其下有中大夫・下大夫、而不為頭上大夫。二者、

　　上大夫也（如天官、卿為太宰、中大夫為小宰、下大夫為宰夫；割注）。其

　　上卿三公・三主、而三重之尊前六卿、経伝無文。由砲声之、古手七品而巳

　　（三公一等、’大夫三等、士三等；割注）。古字七品而天下治、百姓安。今

　　必分之為三十六級、二曹益　。今若官階、歩卒九品、唯一品・二品有正・

　　従之級。相臣為正一品、武相及二三判事為従二品、六三判書醇正二品、参

　　判・亜ヂ為従二品、参議・承旨為三品。於是正一品為三公、従一品為三少、

　　正二品為重大夫、従二品豊中大夫、三品乳下大夫。三品以下、遂無正・従

　　之差、四品・五品為上士、六品・七品為楽士、八品・九品為下士。如是然

　　後、上影回重三古曲典章、下露以正百官之紀綱。　（5－43上b下a「天仁

　　修制」東密官階）

　　　（前略）古には命を受けるのが九命に過ぎなかったのであります（礼

　　経35に見える；割注）。現制度では、十八品を各々二級に分けているので、

　　その等級は三十六層になります。昔から三十六層を官階にしたことは未だ

　　ありません。古には、士に三等（上士・中富・下士；割注）があり、大夫’

　　に三等があったのであります。そして、上大夫を卿と呼んでいたから、

　　『周礼』の六官の長が皆卿なのであります。そのためにその下の階級とし

　　て中大夫と下大夫があるだけで、上大夫という名称が見られないのであり

　　ます。つまり、卿が上大夫なのであります（例えば前官においては、卿は

　　太宰で、中大夫は小宰で、下大夫は宰夫であります；割注）。その大夫の

　　上に三公と三孤がありますが、三三が六卿より尊いという経伝の明文はあ

　　りません。このように見ると、古には七品があったのみであります（三公

　　に一等級が、大夫に三等級が、士に三等級があります；割注）。昔は、た
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　　だ七品だけで天下が治まり百姓が安んじましたが、現制度で必ずそれを三

　　十六級に分けるべきだとして、何の益がありましょうか。今、官階を推し

　　量ってみますと、九品の制度は存続させるが、正・従の区分はただ一品と

　　二品だけに置くのがよろしいかと思います。すなわち、議政府の領議政、

　　左議政、右議政が正一品駅議政府の都賛成、左賛成；、右賛成及び中枢府

　　と義禁府の判事が従一品、二曹の判書が正二品37、二曹の参判と漢城府左

　　サが従二品sa、六二の参議と承政院の左右詔旨が三品となりまして、正一

　　品は三公，従一品は三二、正二品は上大夫、従二品は中大夫、三品は下大

　　夫となります。三品以下は正従の区別をなくしますので、四品と五品が上

　　士、六品と七品が二士、八品と九品が下士となります。このようにしてこ

　　そ、上においては夏・股・周の典章を調べ試みることができ、下において

　　は百官の紀綱を正すことができると思います。

　茶山は、鳥沢について「正・従」の区分を一、二品に限って存続させ、その

ほかの二階においてはそれをなくしている。そして『経国大典』官階にかわる

ものとして茶山が示しているのは、正一品を三公に、従一品を三面に、正二品

を上大夫（＝＝卿）に、従二品を中大夫に、三品を上大夫に、四品と五品を上士

に、六品と七品を二士に、八品と九品を下士にした官階である。公、卿、大夫、

士とは『周回』の体制であり、三公と三少とは『書経』周回39に記されている。

茶山は、古典において三三と卿の序列が明らかではないことを指摘しながらも、

三公・三少・卿・大夫・士という序列の体制を提示しているのである。これは、

『周礼』よりも『書経』周官の体制を優先したためでもあろうが、『経国大典』

の議政府の組織が『書経』冥官の体制と類似していたことが大きく影響してい

ると思われる。40

　ここでより具体的に考察するため、　『経国大典』体制と、その後の制度の変

化を収録している『大典二二』を比較してみることにする。　『経国大典』と

『大典上編』、そして『経世二二』における東班と西班（武班）の官階の名称

及び区分を比較したのがく表5＞とく表6＞である。＜表5＞に見られるよう

に、『大典通編』においては、宗親府・儀賓府に対する官階の名称を議政府の

ものと一致させていることが目につく。これを踏まえたものであろうが、『経

世遺表』においては、東班と西班の官階の名称及び区分をさらに簡略化してい

る。この簡略化は、丁丁階における「正・従」の区分を多くなくした結果でも

あろう。これらの表を見た後、さらに検討を進めていくことにする。
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＜表5＞　東班官階

　　　経国大典

　正一大国掴崇禄大夫

　　　輔画仙禄大夫

　　　（宗親）顕禄・興禄

　　　（儀置）緩禄・成緑

　従一図禄大夫

　　　崇政大夫

　　　（宗親）昭徳・嘉徳

　　　（儀賓）光徳・崇徳

　正二正憲大夫

　　　資憲大夫

　　　（宗親）短期・承憲

　　　（儀賓）奉義・通憲

　従宗徒靖大夫

　　　嘉善大夫

　　　（宗親）中薬・正義

　　　（儀賓）仁義・順義

　正三　（堂上）通政大夫

　　　（宗）明善（儀）奉順

　　　（堂下）通訓大夫

　　　（宗）彰善（儀）正順

　軍戸中直大夫

　　　中訓大夫

　　　（宗親）保信・資信

　　　（翁島）明信・敦信

　正四奉正大夫

　　　奉列大夫

　　　（宗親）函嶺・廣徽

　従四朝散大夫

　　　朝奉大夫

　　　（宗親）奉成。光成

　正五通徳郎

大典通編

大国枢崇禄大夫

富国民心大夫

」＝南国崇禄大夫；

国画・宗親・儀賓

崇禄大夫

崇政大夫

宗親・儀賓同

正憲大夫

些細大夫

宗親・儀賓同

嘉善

嘉義同

宗親・棲息

通塞大夫

宗親・儀賓同

通訓大夫

宗親・儀賓同

中直大夫

中訓大夫

宗親・儀賓同

奉正大夫

奉列大夫

宗親同

歯散大夫

朝奉大夫

宗親同

通徳郎
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経世遺表

大匡輔玉崇禄大夫

敦宗罐国崇禄大夫；宗親

同休輔玉崇禄大夫；勲臣・

戚臣・元勲・儀資・国舅

宗親・勲戚同

正憲大夫

宗親・勲戚同

嘉善大夫

宗親・勲戚同

憲政大夫

宗親・勲戚同

通徳郎

承議郎

書経・周礼

三

三孤・三少

上大夫

中大夫

下大夫

上士



　　　通善郎

　　　（宗親）通直・乗直

従五　奉直郎

　　　奉訓郎

　　　（宗親）謹節・慎節

正六　温感郎

　　　富山郎

　　　（宗親）執順・従順

従六　宣教郎・宣務郎

正七　務功郎

従七　啓功郎

正八　通仕郎

従八　承仕郎

元三　従仕郎．

三九　将仕郎

通善郎

宗親同

奉直郎

奉訓郎

宗親同

承二郎

承三郎

宗親託

宣教郎・宣務郎

務功郎

啓功郎

通晶晶

承仕郎

従仕郎

将仕郎

宣務郎

啓功郎

丁丁郎

従仕郎

中士

下士

＜表6＞　西班官階（＊「大典通編」は「経国大典」と同一）

　　　経国大典

正一

従一

正二

従二以上面詰東班

正三　折衝将軍

　　　禦侮将軍

従三　建功将軍

　　　保貢将軍

正四　振威将軍

　　　昭威将軍

従四　定温将軍

　　　三略将軍

正五　心乱校尉

　　　二二校尉

従五　顕信校尉

（都捻官）

（二二官・将）

上二軍

大二軍

二軍

副丁丁

司直

経世遺表

宣徳将軍某衛上護軍

奮武将軍某衛中護軍

折衝将軍某衛副識軍

宣略校尉某衛司直

彰信校尉某衛副司直
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　　彰信校尉

正六敦勇校尉

　　進勇校尉

従六励節校尉

　　乗節校尉

正七迫甘酢尉

従七奮順副尉

正八　承義副尉

従八　修義同母

四九効力副章

輝輝尽力副尉

司果

副司果

田島

副司正

司猛

副司猛

司勇

副司勇

乗節副直某衛司果

迫順副尉某衛副司果

承義倉尉某衛司正

効力建白某衛副司正

　＜表5＞の『経世遺表』の耳癖官階で注目すべきは、第一に、名称の混乱が

あることである。茶山が理念的よりどころとしている古典の体飼K三公・三島・

卿二上大夫・中大夫・下大夫・上士・中士・下士〉においては、三公・三豊と

大夫が厳格に区別されているが、例えば、大夫ではないはずの三公が「大匡輔

国手禄大夫」と称されているように、実際には『経国大典』のく大夫・郎〉体

制をそのまま継承しているのである。古典の体制はく議政府・六曹〉体制を強

化するための思想的根拠として示されたものであるが、それをそのまま受容せ

ず、このように名称を混在させたのは、天子国と諸候国という中国中心の国際

秩序に一部制約されていたためであり、またこれは国内政治の問題と国際政治

の問題との間の矛盾をそのまま反映したものと考えられる。第二には、従一品

より正三品に至るまでにおいて、文臣だけでなく武臣も同列においた点である。

「従二品巳上階、同東班」と東班中心の記述になっている『経国大典』とは大

きなニュアンスの違いがある。これは、六品・七品の海士の人事において、文

臣のポストであっても、武臣や南行（科挙でなく推薦で抜擢された人）の中で

も名望家出身で端正な人柄の持ち主には開放すべきである41という主張と一貫

するものであり、文臣中心の人事を改め、人格や能力による、かっバランスが

取れた人事の運営を図ろうとしたものであろう。

　一方、将臣、帥臣の多くが二品の職になっていることと、規定上正三品の上

月軍を正二品と、規定上従三品の大護軍を従二品と呼んでいた実情caを挙げ、

『経国大典』で三品以下にあたえた将軍称号を二品までに格上げして現実化し

ている点も指摘しておかなければならない。
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　さて、文臣と武臣を同列におくのに従一品より正三品までにしたのはなぜで

あろうか。すでにみたように、茶山は、『書経』と『周ネUのく公・卿・大夫・

士〉体制に基づいて、古の官階は「公の一等級、大夫の上中下の三等級、士の

上中下の三等級」の七等級であると主張した。そして自分の案としてはく三公・

三少・卿＝上大夫・中大夫・下大夫・上士・上士・下士〉の官階を提示したの

である。この官階には茶山が調整した正・従の九品の官階がそのまま当てられ

る。即ち、従一品より正三品まではく三巴・卿＝上大夫・中大夫・下大夫〉と

なる。茶山が従一品より正三品までに制限したのは、士とはレベルが異なる大

夫のポストを重んじようとする考えの反映なのである。つまり、大夫のレベル

において文臣と武臣を同列においたのである。

　実際、茶山が大夫と士の等級の違いを強調しているのは、他のところでも見

えており、その強調の度合いは極めて強い。たとえば『経国大典』では従三品・

正四品・従四品をみな大夫と称しながら、礼を論ずるときには、正三品の通政

大夫（堂上官）e以上を大夫と称していたことの矛盾を指摘し、当時の法制上の

称号と慣例的な儀礼上の称号との間の矛盾をなくし、その整合性を保たせるよ

うにしたのである。つまり、「四品以下においては、大夫という称号をなくし

て、それが古の所謂三等の士であることを明ら」かにすることを主張する♂3

「西班官階」においても、将軍の称号は三品までに限定し、四品以下には将軍

の称号を許さないことで、大夫と士の等級を明らかにすることを主張している

のである詳

　このように、大夫と士を厳格に区分しようとするのはなぜであろうか。その

理由としては、何よりも当時の身分制度の問題が考えられるが、これは、後述

するように、当時武臣のポストが「無卒の職」即ち名誉職として運営されてい

たこととも深く関連している。そ⑳一例として、「外命婦」の「文武官之妻」

条には次のような文が見える。

　　　臣伏念、古写邦君三智、乃称夫人、後世夫人之称、漸以狽屑。及至我邦

　　雑岐加資之類、其妻授貞夫人・淑夫人。職牒名器之素乱、極　。甚至愈愈

　　嚢脾、手甲母国大夫、其上得率夫人、天下年回手車。今旦一芸雑勤仕者、

　　錐至二品得称将軍、不遠称大夫（見上篇；割注）。其壷網称貞人・淑人

　　（三品・四品之妻、通称淑人；割注）、不得心夫人之牒、抑所宜也。一芸

　　雑岐之子、若以文武科出身、句碑学行入於遺逸之選、得為三班秘露、茂著

　　功能、陞為大夫、則其夫既為大夫、其妻得意夫人。夫敦日不可乎。臣適所

　　言者、職官之制、宜分正雑、非謂一芸雑岐仕者、其身地卑、不得為大夫、
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　　不得為夫挙挙。（5－44下b－45上a「天官給制」外命婦）

　　　私が考えるに、・古には邦君の妻であってこそ、夫人と称することができ

　　たが、後世には夫人という称号が極めて卑しいものになってしまいました。

　　我が国家においては、雑：岐菊出身が加資（正三品の通政大夫になること；

　　筆者）されると、その妻はみな貞夫人や淑夫人の称号をもらいます。聴牒

　　や名器の素乱が極に達しております。甚しくは潮脚でも、その夫が既に大

　　夫になったらその妻が夫人になれますが、天下にこのようなことがありう

　　るでしょうか。今、一芸雑岐で仕えるものについて考えて見ますと、二品

　　になって将軍の称号を与えたとしても大夫の称号は得られないようにし

　　（見上篇；割注）、その妻は貞人や淑人（三品・四品の妻、淑人と通称す；

　　割注）と称するだけで、夫人の牒は受けられないようにするのがおそらく

　　宜しいかと思います。ただし、一芸雑岐で出世したものの息子が、もし文・

　　武科に合格したり、あるいは優れた学行により遺逸として推薦されたりし

　　て、三班（文班、詩材、南行）の正号にっきその能力と功績が著しく評価

　　されて大夫に昇進した場合には、その夫が既に大夫になったので、その妻

　　も夫人になりえます。どうしてそれを不可と言えるのでしょうか。臣が申

　　しますのは、職官の制度において、正職と雑多は明確に区分すべきである

　　ということでありまして、一芸三智出身の人は身分が卑しいから、大夫に

　　も夫人にもなりえないということではありません。

　引用文にあるように、当時「一芸雑岐」出身でも正三品の参政大夫にまで昇

進していたし、その妻も夫の職に相当する職牒である夫人の称号をもらってい

たのである。このようなケースを規制するために、茶山が調整した案は、二品

にまで昇進し将軍の称号を得ても大夫とは称することができないようにし、ま

たその妻は三品・四品の淑人に止めるべきであるということである。また、将

軍の称号も当本人に限ることにし、その子孫が文・武班及び南行の正職に就く

ためには科挙や推薦によらなければならず、業績如何によって大夫にもなれる

という。この主張は、職を与えるのに身分上の制限が崩れてしまい、すでに動

’揺していた当時の身分制に対する茶山の一つの対策であるという点で注目に値

する。つまり、大夫と士の等級を厳格にすべきであるという主張には崩壊しつ

つあった身分制を体制強化の方向へ吸収しようとする茶山の意図があったので

ある。

　以上、見てきた茶山の官階整備案を整理しておくと、（1）古典の体制〈公一卿一

大夫一士〉を思想的根拠にして、『経国大典』官階を簡略化かっ明瞭化し、議
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政府を中心にした行政の強化を図っているが、中国中心の国際秩序に一部制約

され、国内政治の問題と国際政治の問題との間の矛盾が名称の混在の形で現わ

れている。（2）上位官階における文・武の統合は、文と武のバランスのとれた議

政府体制を構築するためであるが、一方、後述する軍制の整備において、すべ

ての軍門を兵曹の傘下においたことと連動する制度的措置であり、議政府中心

体制への移行の基本条件となる。（3）特に大夫と士の厳格な区分を強調している

点であるが、これは、高級官僚と下級官吏のあいだに秩序のある行政の体制を

強化し、さらに崩壊しつつあった身分制度を再構築しょうとしたものと考えら

れる。

3　軍制の整備

　軍制に対する茶山の整備案46は、軍国機務を担当していた沖辺司の中枢府へ

の統合、人材登用のための武科の強化、軍備支援体制の整備47、王城の警備と

首都圏の防衛などを担当する軍制の整備がその主な内容である。「序官」夏官

兵曹第四で見る限り、茶山が最も重視していたのは、備古曲の肥大化と五衛廃

止以後の軍制の素意である。ここでは、備辺司の廃止と軍制の整備に対する茶

山の考えを若干窺ってみることにとどめたい。

　まず、次の表を見てみたい。〈表7＞は「序官」で示されている兵曹衙門の

構成であり、＜表8＞は軍制の『大典』体制との比較である。

＜表7＞　兵曹衙門の構成as

　　　公弧　　上大夫中大夫下大夫上士

　　　正従一　正二品従二品三品　　四品　　五品

兵曹　　　　　　　判事　　参判　　参議　　正郎

中枢府領／判事知事　　同知事鼓知事経歴

繭
紬大面曲

乗輿司

牧国司提調

翅衛司

知事

欄
欄

左液司宿衛大使畠1探

欄

沖
融
譜

面

擁

劒三　半1漏

壷詰論

鉦　　半面

礁
執戟郎

牡
六品　　七品

熱
唱
櫛
主事　　教官

携
副詞乗

下士

八品　　九品

参画　山山

　　　　朧
衛率　　画面　　一直　　洗馬

執楯郎　　　　　陛楯郎
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右液司

欄
咄
咄
獺龍襲坐

礁
獅
醐
左軸衛

塞翁衛

管城衛

く表8＞

経世遺表

中枢府

出挙院

緑餌司

左抜司

右抜司

中衛司

宣教局

間伎戯

曲禦局

龍出組

虎認証

羽林衛

都統営

左池心

右衛血

管城衛

　　　　　　　　　　　証

雇衛大使　　　　別将　常侍　INki郎

　　　　大使　　　　　宣教　宣徽

　　　　　　　翻

　　　　　　　提調　護軍

　　　　都舘中止軍醐暉司直

　　　　都徳官中護軍副鰻軍司直

　　　　画幅官中直軍副麟軍司直

提調　　　メ将軍　冨1白軍別将／干面心捻

提調　　　大将軍，副将軍　別将］／刊息杷捻

提調　　　大将軍　副将軍・別将1刊憲杷捻

　　　　　　　徳禦使　別将！干捻杷捻

　　「大典』体制との比較49

　　　大典

　　　中枢府＋備辺司

　　　訓練院

　　　鰯衛司，世孫衛従司

　　　軸捻府

　　　内兵曹

　　　雇衛庁＋別軍職

　　　宣伝官庁＋武兼

　　　部将庁＋忍義衛

　　　守門庁＋城門之将、空閾七癖

　　　一五衛＋禁軍内禁衛之属

　　　同上

　　　羽林将＋忠壮＋忠鰯

　　　訓練都監

　　　御営庁

　　　禁衛営

　　　経理庁

金五郎、

　　　撒
文兼　宣旨　　　　　宣伝　宣令官

歯簿郎　　　　　執扇郎執受郎緻蓋郎

　　　司as校尉／司城冨1腋尉

琶伺直司果　　冨伺果司正　副同正

扇髄課　調果証胴正
副同直司果　　扇1同果司正　爵1同正

　　　従事官　　　　　　哨官　　旗牌官

　　　従事官　　　　　　哨官　　旗牌官

　　　従事官　　　　　　哨官　　旗牌官

　　　　　　　　　　　哨官　旗牌官

備考

議政府大臣や六曹判書の兼任禁止

名実不副。都捻管→宿衛大使

無卒之将の再編

無将之卒の再編。宿衛の士

同上

同上

備辺司を中枢府に統合する際に、議政府の時任大臣と六曹判書の中枢府職の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　26



兼任を禁じているのは、中枢府の専門性を強化しようとする意図からでもあろ

うが、「中枢府の重要な事案は六町の判書をも含んだ議政府の会議で最終的に

決められるべきであるから卸という説明からもわかるように、＜議政府一六曹

〉体制の下にある機関としての中枢府の地位を明確にするためにほかならない。

「中枢府と議政府が有名無実なものになってしまったのは、備辺司の職が中枢

府と議政府の職と兼任になっていたこどに起因する」b’と指摘しているように、

臨時機関であったはずの備辺司が実質的な最高機関になっていたのである。茶

山は、中枢府、議政府、奉幣司などによる最高機関の混在による名実の混乱を

なくし、軍務機関としての中枢府の正常化と最高機関としての議政府の復権の

ために、備帯鋼の中枢府への統合を主張している。

　さて、軍制の整備に対する茶山の考えを見てみよう。

　単純・甲子の両脚と仁祖反正などによる、辺境における国防の問題をも含ん

だ権力内部の問題もあったため、五聖廃止後、さまざまな軍営が設置され五営

門体制を整えることになる。訓錬都監、御営、禁衛営、守県庁、捻戎庁がそれ

である。ここで茶山が指摘しているのは、内外の危機に対処するために臨時的

に設置されたはずの軍組織が正式の軍門として定着してしまったこと、及びそ

れによる国家財政の問題である。「軍官に随行する禁衛営伺候軍の料布が吏曹

参議や大司諌よりも遥かに厚かった」という指摘のように、兵士に与えられて

いた多額の料布は、食禄の不均衡をもたらすだけでなく、官僚社会内部の秩序、

さらに身分制社会の秩序を動揺させかねないものとなっていたのであり、また

軍布などの租税負担の増加が民生の深刻な問題になっていたことはいうまでも

ないことである。52

　従ってく表7＞でみられるように、茶山は、当時の首都防衛の訓練都監・御

耳孔・禁衛営、首都外郭防衛の捻戎庁・守恒庁、そして王権雇衛の雇衛庁・龍

虎営という体制を、王宮守備を担当する左質草・胆液司・中衛司の三司と、儀

典及び警備を担当する宣教局・儀部局・導管局の三局、王宮の宿衛を担当する

龍駿衛、虎責衛・羽林衛の三重、首都守備部隊である早藤営・国恩営・右衛営

の三営に改編する。

　このような改革の理由として茶山は、さまざまな軍門が増設されて以来、全

然その整備が行なわれていなかったことを指摘する。SS「無卒園将」や「無将

之卒」の存在が証明しているように、度重なる改編による軍の指揮系統の田鶴

は著しかったようである。〈表7＞で見られるように、「無量之将」を受容し

た儀杖局M、「無将之卒」を再組織した三衛55が茶山の収拾案である。
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　〈表6＞でも若干窺えるように、実質的な軍隊組織としては、王宮の宿衛を

担当する龍駿衛・虎責衛・羽林衛の三衛と、首都守備部隊である都統営・左禦

営・右衛営の三営があるが、主力軍隊は三営である。そこで、軍を支える財源

に対する茶山の対案に注目すべき点がある。第一点は、兵卒数の縮小である。

茶山によると、主力部隊である三営門で養兵する人数は、都統営で約四千人、

左禦営・右衛営で各々約三千人、合計約一万人にする。この兵卒の数に対し茶

山は「錐極寡弱、今之国力、無以喩於是也」（5－27下b）と、国家財政上や

むをえない縮小であることを明らかにする。第二点は、当時、三営における養

兵の財源が国家財政によって支えられてきたことを指摘し、軍の財源を確保す

るために屯田を設置すること56である。即ち、ソウルの東・西・南の近郊を官

銭で買収してそれぞれを禦営・訓練都監・禁営の屯田にする。そして畿内から

健康で無田の軍民を募集し、一夫毎に田五十負を与え彼らに耕墾させ、卒伍の

役に応じさせるようにする。二三・訓錬都監・禁営の三営を、このようにして

都門営・左禦営・右丁丁の三三に改編するのが茶山の案である。

　以上、見てきたように、茶山の軍制改革案は、軍制の素乱が及ぼす行政上の

指揮・責任体制の混乱と身分制社会の動揺などの問題を含めて出されたもので

あるが、三四の軍を維持する財源として京畿に設置するという屯田は、彼の土

地制度に関する改革案57と密接に関連するものである。これは、井田制の理念

に基づいた屯田制なのである。
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結　論

　以上、茶山の体制構想を、彼の儒教古典解釈との関連で検討してきた。ここ

では、その特旨を簡略に整理した後、彼の体制構想のもつ意義を考えてみたい。

　まず、注目したいのは、茶山の『周礼』への執着である。『経世遺賢』で体

制の改革を論ずる際に、その改革案の理論的根拠を主に『周礼』に求めていた

のは、尭・舜以来の先王の道を完壁に実現した周の制度、即ち『周礼』が儒教

の理想的政治体制であると考えていたからである。つまり、目指すべき理想と

して、あるいは現実の判断基準となる理念として『周回』を挙げていたのであ

る。その反面、朝鮮の支配体制を規定している『経国大典』が『丁丁』に依拠

していたという現実的な条件がすでにあったのであり、茶山の『周礼』への執

着については、むしろこの事実こそが重要である。彼の古典研究においては、

改革の目指す理想が示される一方、彼の改革構想がそれによって理論的に支え

られているが、茶山の体制構想自体は、徹底した現実認識の下で支配体制を改

革していこうとしたものである。要するに、茶山にとって、当時の朝鮮王朝の

体制を改革するための思想的根拠を求めるには『周礼』が最も相応しい古典で

あったのであり、それゆえ茶山における『興野』に対する執着は、復古主義的

な発想によるものではなく、当時の朝鮮の実情に即した実践的改革の発想に基

づいたものである。

　第二に、影回を優先した組織編成、三曹から独立した上位機関の存在、六四

の野司衙門の数的不均衡、軍制の不安定などの当時の朝鮮王朝体制の問題点に

つき、茶山の対策として、まず『書経』や『周礼』のく公・卿・大夫・士〉体

制に基づいた〈議政府一六曹〉体制の強化が注目される。それには、官階の簡

略化と六型における衙門の数的均等化が伴っており、また動揺しつつあった身

分制の矛盾を体制の内部に吸収しようとした意図もあったのである。六曹にお

ける衙門の数的均等化は、衙門の機械的な均等配列ではなく、それによって指

向されていたのは、殖産興業などの当時の現実的課題に即応した形での官僚支

配体制の強化であったことは重要である。また、軍制の整備において注目すべ

きなのは、東・西・南の三態を三口の屯田にすべきであるという、三軍営の財

源に対する提案である。これは、幼児を軍丁に入れる「黄口籏丁」、死んだ人

からも軍布を徴収する「白骨徴布」などのように素乱の極に達していた軍政を

正す一つの方法として評価に値する。またこれが井田制と関連している点にも

注目すべきである。
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　第三に、改革の主体に関する茶山の認識の問題であるが、従来の研究による

と、王権による改革とも、あるいは民による改革とも言われている。『経世遺

表』が国王に自分の考えを献上する形式を取っている以上、茶山自身が王権に

よる改革を目指しだことは確かである。一方、茶山の改革案では、様々な産業

や国家財政において民の主体性が相当に認識されていることも事実である。だ

が、それに基づいて、茶山が民による改革を目指したとは言い難い。制度の矛

盾が顕在化していた当時であっただけに、改革案を実行するとしても、当分の

問、多少の混乱は免れられないという認識SSを示しながら、彼は「尭・舜がで

きたことは、今の人も必ずできる」SSといって、改革の意志をより強調してい

る。ただ、改革案を実行する際に最も重要な役割を果たすのは、国王も含あて、

その改革を推進していく主体である官僚階級であるのはいうまでもなく、それ

ゆえ彼ら改革主導勢力の意識と考え方も、改革の成敗を握る一つの無視できな

い要因である。これは、当時まで朝鮮社会をリードしてきた両班階級の知的風

土の問題、即ち儒教思想と深く関連するものであり、この問題について別丁で

検討することにしたい。

　最後に、茶山の体制構想がもつ意義を考えてみたい。

　今まで見てきたように、〈議政府一六曹〉を中心にした彼の体制構想には、

（1）変動しっっあった身分制の問題を体制内部に吸収しながら、漸進的な変革を

推進していこうとしたこと、②第4節の始めに指摘したことからも窺われると

おり、財産の私有化と商業社会への：進展、それに伴って深刻化してきた行政上

の不正問題などに対して法的整備を主張していたこと、（3濃・水産業の奨励、

先進科学技術の積極的導入などの産業育成政策を推進しようとしたこと、など

が含まれている。茶山の改革構想は、当時の儒教思想史の流れに即し、またそ

の中で考え直すことによって、その意義を見いだすことができると思われる。

つまり、茶山には、貴族化していた両班官僚の保守的性格とともに、新に露呈

しっっあったさまざまな現実問題に十分対応し切れなかった儒教思想の形骸化

の問題があったのであり、彼の儒教古典研究に示されていた儒教の理想世界お

よび組織改編の思想的根拠などは、このような具体的な改革案を当時の支配階

級の人々に認めさせるとともに、従来までの世界観や思考方式の転換を促すた

めのものであったと思う。

　実に、茶山の改革構想は実現されなかった。〈議政府二六曹〉を中心にした

体制構想によって彼が目指していたのは、貴族化していた両班官僚ではなく、

専門官僚に支えられる王朝体制であり、そのための新しい世界観は、茶山にお
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いては経学研究によって準備されていたのである。新しい儒教解釈によって提

示された茶山の王朝体制は、西洋近世の絶対王政に類似するものと考えられる

が、その類似性が東・西における人類歴史の同質性を意味するものでないこと

は言うまでもない。

注　釈

1　権純白「茶山の改革原理と経学」（『山大哲学研究』第二輯、1993）を参照。

2　茶山の政治経済思想と経学の関連性については、洪一墜『丁若錆の政治経済思

　想研究』（韓国研究院図書館、1959）に言及されているが、あまり研究されてこ

　なかった。近年、六郷制を巡る前当鋪と申緯の間の対立を経学的側面で検討した

　金文植「丁若様と申緯の六郷制理解」（『韓国学報』61、1990冬、一志社）は注

　目に価するものである。

3　中世社会から近代社会への移行の機動力を農業生産力の発展の中に探るべきで

　あるという立場に立っている朴宗根の研究（「茶山袖網鋪の土地改革思想の考察一

　耕作‘能力に応じた’分配を中心として一」『朝鮮学報』28、1963）、茶山の土地

　改革思想が、一九世紀以来の韓国の近代化路線の二つの流れにおいて、支配層の

鄭重的改良路線に対峙して追求されてきた農民層の心心的革命路線を先知的に反

　映していると評価している金容墜の研究（「18・9世紀の農業実情と新しい農業

改革論」『韓国近代農業史研究』、一盛閣、1975；原収『大東文化研究』9、1972）

がその代表的なものである。

4　忙裡度「茶山丁筆意の井田制土地改革思想」　（『金哲竣博士華甲紀念論叢』、

1983）は、茶山の井田論が地主制の存続を認めた土地改革思想であるとし、面面

畑「茶山の財政改革論」（『茶山学の探求』民音社、1991）は、茶山の財政改革

構想が一面では国家の財政を復旧し、他面では農民を救済しようとする意図でな

　されたものであるため、茶山は先進的性向の思想家でありながら、封建的統治理

念から自らを完全に解放させることができなかった過渡期的思想家であったと評

価する。

5　朴賛勝「丁若錦の井田制論考察一『経世遺表』「田制」を中心に一」（『歴史学

報』110、1986）。

7　高麗末期の作と思われる『周面豆油』（島伝）は、吏・戸・礼・兵・刑・工の

六部の設置（1356年）に前後した時期における『温温』への関心が反映したもの

である。徐心血の『経国大典』序文には「（前略）自証制作品品、莫二成周、周

官以六卿、配之天地四時、六卿之職、闘一不可也。（中略）其日六典、即周之六
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　卿、其良法美意、即周之関雅・幽幽。文質損益晶晶、彬彬郁郁、執温温典之作、

　不面面官・無礼而一雨表裏乎。画面天地四時而不遇、考諸前聖而不二、百世二二

　聖人而不惑者、可知英。継自今聖子神孫、率由成憲、不払不忘、則我国家文明之

　治、自活比比於成周出直乎。（下略）」と、『経国大典』の理念根拠として『周

　礼』が挙げられている。

8　東学農民戦争、日清戦争の勃発後、設立される軍国機務処の議定によって甲午

　更張が始まる。甲午白張による体制は、議政府、宮内府と、内務・外務・度支・

　法務・学務・工務・軍務・農商の8衙門を基本組織にしている。崔宮山「第一次

　甲午更張孜」’（『朝鮮学報』第46輯、昭和43年1月）を参照。

9　英祖20年（1744年）、礼自動郎李盟休が王命によって礼義に関する諸事例を収

　録編纂したものである。

10皇祖5年（1781年）刑血判書金堂鎮の嘱託で刑虚心郎朴一源が国初以来の各種

　の法例、慣例、判例を編集した後（1791年）、さらに増補したものである。秋官

　はもちろん刑曹である。朴乗濠「茶山の刑律観」（『茶山学の探求』民音社、1990）

　を参照。

11掌裡遠の『旙渓随録』は、瀬戸17年（1741年）の一得中の上疏、同26年の権認

　の上農によって出版されている。しかし、正祖2年（1778年）に備面面によって

　首都圏防衛体制における指揮系統の統一を建議する際に柳馨遠の言葉が引用され

　たり、同21年に金華鎮が五鉄銭の鋳造を請う画才で柳馨遠の「我が国には銅山が

　ないので、盗鋳はないだろう」といったことを「先獲」と評価したりしているだ

　けで、実際にそれが採択されたことはないようである。『二曲雑藁』（驕江出版

社、1990）に旙渓の遺文と『実録』等の旙渓に関する記事が収録されている。

12現存の『増補文献備考』は、1906年高位の命令で増補し1908年刑行したもので

　ある。その経緯については、「御製増補文献備考序」に「歴代典憲、必載籍有所

　考信、然後乃餅酌時措。此孔子所以面舵・画品無血也。然則文献之於有国、顧命

　重欺。檀・箕尚　。自継代尊台遺文、亦略而侠焉。我朝列聖山面、典章科条、燦

　然若繁盛之麗干天、而猶患散漫難稽。逮至英廟面高（1770年；筆者）、令相臣金

　致仁等、心心成一瓦之書、命之日文献備考、刊行干世。正祖壬寅（1782年；筆者）

　命李萬運、将細書十三考、追補為二十考、未及刊布。朕於萬機晶晶、嘗取覧焉、

窃有感乎両面朝雨古謡後濾出倦、至止血命文苑講臣続纂之。（下略）」とある。

　『文献備考』について茶山は『文献備考刊誤』を残している。その前書きには

「余昔従洪復元沙翁、借観文献備孜。其烏欄之上、間有箭記、多精核語。意故兵

　曹判書（名漢氏；割注）所手緑。因以己意修潤彙次、為刊誤一巻。撰進回覧、会
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　仙駅賓天、球果上。鳴呼恨哉。」（1　一499上a）とある。玄孫丁寝射編『侯奄先

　生年譜』（1921年）には1800年に完成したと記されている。

13　「藪所論者、法也。法王名之日礼、獲麟。先王虚礼為国、曲礼道民。至礼之衰、

　而法之喚起焉、法非所以穴部、非所以道民。日韓天理而合、錯書人情譜面者、謂

　論敵。威之以馳駆、迫異版所在、席戸民競競然、莫之潮干者、謂之法。先王以礼

　而為法、後王以法而為法、斯其不同也。周公営周、居干洛邑、制法六篇、名之日

　礼。豊其非礼而周公謂之心当。」（5－1上a）

14　「詩文集」（1－259上a－260下b）に同文の「邦礼艸本序」がある。改題に伴っ

　て「序」を「引」に改めたものと見られる。

15表の作成には、『大典会通』を用いた。『大典会通』は高宗3年（1865年）、

　『経国大典』『続大典』『大典通編』を合掌し、その後の受教を添加したもので

　ある。『大典通編』は正祖8年（1784年）、『経国大典』『続大典』とその後の法

　令を通齢したものである。茶山が参照したのも恐らくこれであろう。本稿では、

　茶山死後の制度的変化も窺える『大典会通』を用いて『大典通編』の体制を構成

　した。

16　このほかに吏典で内命部と外照降、京官職、権設職（続大典から）、奉朝賀、

　内侍部、聖職、外官職、京衙前（録事・書吏）、兵典で京官職、雑職、外官職、士

　官職、京衙前（諸員・羅将・自隷）、伴尚、外衙前（書員・日守・羅将。差備軍）

　となっているように、王家を中心にし、高級愛用の組織から下級品階の組織へ、

　中央組織から地方組織へと組織された、王権中心の中央集権体制である点も挙げ

　られる。

17備野司については、李載浩「朝鮮備辺司考一特にその機能の変遷に対して一」

　（『尊大史学』50・51合輯、釜山大学史学科）を参照。

18車大汗「朝鮮後期中央軍制の再編」（『韓国史論』9、1981、国史編纂委員会）

　を参照。

19虚職の増加は軍門を含め宗親府などの権力機構に目立っ。宗親府の人事構成の

　変化は、様々な政変によって新たに功臣が増加したこと、備辺司を始めとした幾

　つかの権力機構の責任者が兼任になっていたことなどが関係していると思われる。

20（1）中央行政組織の整備、（2）品階の整備、（3）自治教化体制による選挙制の確立、

　（4）功績制度の厳格化、（5）主要官職の昇進機会の均等化、（6）初任官職の整備、（7）科

　挙制度の整備；大・小智の統合と定期試験外の特別試験の廃止、（8）文・武科定員

　の同一化と全員補官、（9）田畠結の一結の公田化；公税の確保と農民私有田経営の

　独立、（10）民役の均等化；軍布法廃止と九賦制修正、（1D国防軍事費用の節減；屯田
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　の立法、a2社倉の限定と常平の立法；下級官吏の中間搾取防止、　a3）多様な貨幣の

　鋳造；金銀流出防止、aの三二定員の制定と世襲禁止；地方行政の合理化、　as）利用

　監の開設；画学による富国強兵模索。

21　「序官目次」の最初に「議政府在六曹之上」　（5－3上a）と記されている。

　この引用においても、国王が三公・三内に六曹の体制改革を命じている。

22　『書痴』「周官」に「（前略）今予小子、出勤徳、夙夜不逮。画意前代云云、

　訓建五官。立太師・太傳・太保、蔽惟三公、論道経邦、墜理陰陽、官不必備、惟

　其人。少師・少傳・少保、日三孤、武公弘化、面諭天地、弼予一人。家宰、掌邦

　治、統百官、均四海。司徒、掌西教、敷五典、擾兆民。宗伯、掌邦語、治神人、

　和上下。司馬、砂面政、統六師、平邦国。司冠、掌邦禁、詰旧恩、刑暴乱。面出、

　掌邦土、居四民、時地利。」とあるが、『周礼』においては、三公と三豊の存在

　が明らかに示されていない。ただ『周忌』では、天・地・春・夏・秋・冬の六官

　が王を補佐するという。つまり、丁子は、各々天・地と四時という自然の原理に

　対比され、王は人間の秩序だけでなく自然の秩序までも統括する絶対権力を象徴

　する存在となっている。

23　「臣謹案、周礼六官、其底心皆六十（小請文；割注）。鄭註謂、六官之属、三

　百六十、象天地四時・日月星辰之度数、天道備焉。臣霧伏念、周囲天子之礼、我

　国家藩国々、制度宜小。考旧典京官職司之数、百有一十、或分而析之、或輯而合

　之、或増而補血。画面湖考古典、各以其約分干六曹。六畑地属、曝露二十、則其

　数一百二十、亦天地度数之象也。」（5・一4上a『経世遺表』「高官」天官吏曹

　第一）とある。しかし、『周礼』の画幅の属司は各々皆な六十ではない。これに

　つき、茶山は「臣又案、周礼序官、或不満六十（如天台；割注）、或漉過六十

　（古地官；割注）。必其中有合衆而為一者（前人等七官、皆血合之於司市；割注）、

　有分一而為囲者（如司會・屍毒転属、非面一短慮巳；割注）。今不可詳、当鼠戸

　官小宰玉文為法制之大皮也。」（5－4上b『経世遺表』「序官」天官吏曹巻一）

　という。

24　「基面念、国之庶事、紛給錯綜。心乱必三百六十哉。誌面公歯噛、必三百六十

　定詰大限、加減不得者、誠以三無定数、乱之本誌。世道之液晶無常、人主之逸慾

　無限。若出立法之初、破埣散漫、無天成鉄鋳占象、則不過数世、増之減之、廃之

　興之、綱紀素乱、端緒莫尋、小有不察、必土崩而瓦解　。今以六官之属、限之於

　一百二十者、非謂国之庶事、必於是加減不得也、為如是病後成法高。高郷者日、

　五族遠州、五州為党、五山為郷、其法制面心裁如是也。制軍隔日、五五高島、五

旅為師、五師為軍、其法制之斬裁如是也。制官者、何独不然。制法三三、丁丁不
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　得不変通者、宜於二十之内、或産出二之、以馳其一、出合而一之、以受其一、唯

　其大数、不得加減、則於千萬年、永為不刊之憲章芙。」（5－4上ab同上天官吏

　曹第一）

25　「臣謹案、周礼駅内供米麺・酒醤之官、皆属天龍。七並以内出面素干吏曹（原

　典軍戸曹；割注）。」（5－5下b同上天官吏曹巻一）とある。米誌を担当する官

　は見当たらないが、酒毒を担当する官としてはこれらがある。

26

27

28

「臣書案、内酷寺、本供酒醗、今供油酷。周礼此等之官、皆属天官。故今亦依

之（原典属戸棚；割注）。」（5－5下b同上天官吏曹巻一）

「臣謹案、義盈庫掌丁年・黄蝋。周礼此等之官、皆属天官。今止血之（原典属

戸曹；割注）。」（5一一6上b同上天官吏曹巻一）

「臣謹案、導之以徳、斉之以礼者、先王之所以駅萬民也。儀礼春官、斉之以礼

　者、其職非一。今擬別立一司、名暇日斉礼監。凡冠婚喪祭有不仁礼者、執而治之。

　（下略）」（5－14上b同上天官吏曹巻一）

29　「臣謹案、甲州古年司空。司空者、司其空寝也（馬融云；割注）室屋・田地、

　隷於司徒、其山林・山澤、空畷之地、皆属於司空。（中略）送礼山畑・澤虞、皆

　属司徒、礼有損益也。国朝山澤、掌於工曹、亦古制也。」とある。

30　『梅氏雪平』五「大軍護」の「天与暦数在庫躬」について「鄭玄云、暦数在身、

　謂有図籔呼名。（何回云、暦数二尊次。○梅云、暦数謂天道；割注）○朱子云、

　暦数者、帝王相継之次第、猶歳時気節之先後也。○平日、騎射溺於識緯、以暦数

　為図籔。尭舜之世、豊有所一図籔者乎。帝王授受之統、古称暦数。故大鑑日、嗣

　墨引大歴服。岡引日、有夏服天命、惟有歴年。有股受天命、惟有歴年。其云歴服

　歴年、似指天命之定数。朱子之説於詞理最順。然洪範五爵、五日暦数者、直是治

　暦明時之政。異名暦数、不得異釈。或云、天之暦数在汝躬、謂応身掌暦象之数也。

　義・農以来、最重暦象、能明封事、即承帝統。（下略）」（3－148上b）とある。

31　『経国大典』「礼典」生徒条の観象監に「天文学二十、地理学十五、学課学十」

　とあり、同早早陰陽科条に、天文学、地理学、命課学があって、地理学の「講書」

　にはさまざまな風水書が挙げられている。

32　「臣謹按、四聖有族葬之法（墓大夫；割注）、則周公不令百姓観風水以葬親也。

　王制B、為時日万才衆者殺。孤例・旺相之説、先儒官斥之為左道。今売官分職、

　為置地理学・命課学、非制也。臣謂地理学・命跳虫、自今停罷、不復選取。其暦

　書之内、凡所謂宜祭祀・宜婚姻・不宜行・不宜針刺、諸文並行汰削。乃取夏小正・

　月令、選其王政之善者、按節編入。糸取古今農書本草、凡九穀百果諸薬、湯取・

　宜蒔・宜採勾引、考其節気、別其南北、詳注油本日之下、如今之宜忌諸文、則代
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　天理物、敬匠人時、無以鍮於是　。（下略）」　（5－6下b同上天官吏曹第一）

　とある。「孤虚」・「旺相」とは、『大漢和辞典』によると、「兵法家が軍を行

　なうに方位・日時などを占う法」、「陰陽家の語。五行の気の消長を旺・相・死・

　囚・休といい、その旺盛なるに旺相という。」という。『孟子』公孫丑下「天時

　不如地利」の天時について朱」は「天時、謂時日・支干・孤虚・王相之属也」と

　注をつけているが、それを左道と批判したのが誰かはわからない。なお、風水説

　に対する茶山の論著として、「甲乙論」仁平（1－235上b－236下b）、「風水論」

　三編（1－236下b－237下b）、そして二七人の風水説とそれに対する自分の見解

　を付け加えた『風水集議』がある。．『風水集議』の前書に「風水之説、世多崇信、

　不修徳義、求福於葬、巫習俗巳鋼、無謬暁惑。早事古人名論甲乙、並存得失以顕。

　間門難業、以章議晦。庶邑楽善明理者、封書悟妄、因有以白骨濤瀾欺。寧適勿信、

　不以罪我、又写　。道光五年乙酉孟春。」（4－516上a）とある。道光五年乙酉

　は1825年。

33　「臣翼翼、注暦十時、神聖之所務也。馬革顎讐尭舜、皆弾琴術、我邦貴族、視

　為忍事。警官師諸族、乃習習芸、亦弊俗智。臣謂文臣年少者、令習治暦諸書、能

　算七政陽型凌犯之教者、許為早撃監都正。一授此職、凡清職無勢、則不出十年、

　繕紳大夫、必有能治暦者夷。故増都正一員。」（5－6下ab）とある。

34　『増補文献備考』職官考十六「総論官制」高麗太祖条に「百官掛日、王太祖建

　国、官制悉従新羅。惟名義易知者、従泰封之制。成宗始分文武官階、自一品二九

　品、文武散階各二十有九。」とあり、また忠烈王二十四年条に「忠宣王受禅後、

　改官制。定大君院君正一品、諸君従一品、元君正二、正サ従二品、異姓諸君、初

　用公侯伯子男本号。忠宣王改定諸君受一品、元サ従二品、正サ正三品。早耳王五

　年、改諸君為公侯伯。十一年、又改府院君正一品、諸君従一品。」とあり、九品

　の官階は、高麗成宗の時に採択され、元に支配されていた時期に定着したものと

　考えられる。

35　この引用の後に「臣又按、周礼春官二号云、上機九命、侯伯国命、子男首櫓

　（此諸侯；割注）。王之三公八命、郷六命、大夫四白。鄭注謂上士三命、中士再命、

　下士一命。伏図我国家、恪狂蕩度、岡或鍮越。然藩国儀文、宜守内順不同。平頚

　嘗受命於中国。若於本国之内、議其命数、則九命錐有所不敢、八命以下、恐不必

　嫌僧也。下士一命、中士再命、上士三子、下大夫四命、中大夫五命、上大夫六命、

　三富七命、三公八命、則與典命之法、大略相近、自然後、凡百儀文、乃幽幽議定

　也。」（5－43下ab）とある。これは『破礼』を指すものであろう。

36　このほかに「太史潮領事一人、監事二人、中枢府領事一人置中衛司雇衛大使一
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　人（原任大臣国舅中兼之；割注）。」（5－25上b）がある。中枢府領事について

　は、「臣又按、備辺司都提調、時原任大臣例兼。（中略）臣以為時任大臣、自有

　議政府撃退、何必兼之、六曹判書、自有六切在焉、何必兼之。臣謂領事一員、判

　事二員、二野任大臣為之。（中略）馬廻三公・九卿（蝉脱及六白；割注）、錐不

　兼枢府、自主都堂之会、凡文書至公、不異紙価府大夫、則法制森整而名実無舛gei，，」

　（5　一一　23上b下a）と、従来の兼職を改めて独立させる。

37　このほかに、敦寧府知事一人、漢城府判ヲ｝一人、弘文舘大下学一人、侍講院賓

　客二人、太二院知事二人、中枢府知事六人、武妖言知事一人、義義府知事二人、

　左月琴宿衛大使二人、宣伝局大使一人、龍駿衛・虎責衛・羽林衛都遷管各一人、

　都町衛・左禦営・右衛営大将軍各一人がある。

38’ ｱのほかに、承政院の都承旨二人、司諌院大司諌一人、弘文舘提学一人、侍講

　院副賓客二人、太史院同知事二人、中枢府同知事八人、左抜司宿衛副使二人、中

　衛司酒樽二人、龍華衛・郡県衛・羽林衛中帯軍各二人、都雑本・軍事営・右衛営

　副将軍各一人、司憲府大司憲一人、監察院都御史一人、討捕営大使二人がある。

39注（22）を参照。三嘆とは、轡師・少傅・少保であるが、太師・太傅1・太保の

　三公に対照する別名のように、三脚とも呼ばれる。

40　「臣謹案、古制皆三公・三孤。国制政府佐武之臣、実古謡孤軍官、而今置団員、

　不平古制合。又三置型臣、尊於正卿、今左右愚智、減之似宜。」（5一一3下a）と、

　三野が正卿より上位であることを明言している。

41　「中士丁丁之制」の武臣条に「三又按、旧例戸刑工曹佐押明南行之案、而文臣

　廻臣各按r案。今照準曹聴官、皆以属司早舞功為職。故細作文臣之案。然武臣南

　行軍中、亦或有地学清峻、風冷厳三者、可以特車、如二六曹大夫之時江差除者、

　不必拘也。」（5－52下a）とある。郎官は難訓の人事を担当するものとして、正

　四品の正郎と正六品の佐郎をさす。

42　「臣謹聴、原制三品以下、乃称将軍。然隈隈・帥臣多係二品之職。顧何必冒文

　資於武二子。今軍職付禄者、正二品日上護軍、従二品日大護軍、皆荷然仮借、　

　無定制、臣以為将軍之号、白及二品、宜　。」（5－43下b44上a）とある。

43　「臣謹按、周公制礼、最厳於大夫・士之等級。此級不明、則雛有周公之才、必

　無以為天下国家　。国制従三品・正四品・従四品、単称大夫、而及其拍動、則日、

　軍政以上、乃為大夫。名之既素、器於何正。臣謂、四品以下、去大夫之号、明其

　為古之所謂三等之士、然後法制乃立、礼節可総総。」（5－43下b「崩書修制」東

　班官階）

44　「臣謹案、将軍之称、宜止於三品。其自四品以下、母得同称。亦蜜語大夫・士
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　之級也。」1（5－44上a「天官修制」西班官階）

45　「雑劇は『セウリマルクン辞典』によると「天文官・禁二宮・部員・算員・

　律員。医官・訳官などの技術官」とある。「三班官制」に「其以一芸仕者、車町

　式年、選取十二人、付之政曹、門門東班正職。」（5－51下b）とある。推薦は内

　医院、観三唱、司三州、典医監、恵民署、写字官、図画署からであり、選ばれた

　十二人は、特別な抜擢（5－54上b）がない限り中世まで昇進できる（5－53上a）

　とあることから、後出の「一芸」と同義と考えられる。この「一芸雑岐」の人に

　当てられる職は「臣又按、五罪之罷、今己久　。然軍職付贋者、宜有職名。宜於

　丁丁之中、唯存龍胆・野冊、三物羽林合為三衛（義興衛・忠武衛宜廃之；割注）。

　文臣付龍駿衛、武臣菅野門衛、非文明武者付羽林衛。（下略）」（5－44上a「西

　班官階」）とあり、「非文非武」の羽林衛に属するものと考えられる。

46　「夏二二制」では武科、鎮量之制に終わっている。「序官」で「簾台軍制」（5－

　28上a二二兵曹第四）という表現があるが、その「軍制」の具体的な内容はわか

　らない。ただ『牧民心書』「兵典六条」が多く参考になる。

47馬の養育を担当する牧園司と、司兵寺や修城司、典軌司、典艦司らを技術の導

　入や開発を通じて支援する工学の利用監を新設している。

48　「職工表」兵曹条（5－47）と「序官」夏官兵曹第四により作成した。

49　「序官」夏官兵曹第四により作成した。

50注（36）を参照。

51　「二二案、中枢思者、古之枢密院也。唐宋之際、特有此官、仰典枢機、総察邉

　務。宋初趙普為枢密使、與中書省、並立分権、呪願二府。其飛州要且重如是也。

　以其名則今之中枢府、是也。以其実則今町備邉司、是也。中枢府有其名而無其実、

　二丁司有其実而無一名、両失其宜也。中枢府、全無所事、而下聞人作食禄之地。

　備邉司、総察萬務、而議政府、為長閉之門。制度之殿壊散漫、一至是　。且西翠

　所察、不唯辺務、則号日備邉、亦不宜也。臣以為自今備門司為中枢府、改掲扁額、

　使中枢府得名実馬副、於三十也。」（5－23上b「解官」夏官兵曹第四）

52　「（前略）国朝軍制、始建五衛。自萬暦挙隅倭下之後、五衛罷而五営設。一日

　訓練都監（宜側壁地炉創設；割注）、二日御営（仁祖甲子始置御営使、孝宗仕初

　辰始設営；割注）、三日禁衛官（黒戸引回減訓練三隅以設之；割注）、四日早筆

　庁（仁祖丙寅設；割注）、五日捻戎庁（仁祖甲子設；割注）。此所謂五営門也。当

　時南憲甫平、北塚又啓。国歩屡頻，零下僅続。朝廷以既墾之義、陸続設営、至聖

　三五、而一時倉卒学制、遂成永世之法。国力不支、経費無源。百官不能食禄、衆

　庶無所仰哺、使国不能同国、非細田也。臣嘗見禁衛営伺候軍、持簾以随軍官者、
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　問画料布、則厚歯曹参議・大司諌遠　。制国画此、弊将若何。上下無心、貴賎無

　別。廉恥道喪、食冒成風、此制法之商議。」（5－28上ab夏官兵曹第四）

53　「（前略）臣霧伏念、職官之制、血肝統有率、以如上統細目、以大幹統小枝、

　浴後血脈流通、号令無滞。若零零項項、各自有命、不知其身隷於何官、不知登司

　隷於何曹。一似無将之卒、各自迫遥、偉一王建極之法制也。臣謂兵曹之幽幽乱無

　統、画幅為四類、喚声三合。（中略）唯是三司・三局・三軸・野営、秩然成虫、

　井然不素、則凡有号令、如身之使腎、若腎之使指。在平時則朝廷有体貌、表台時

　則軍伍々紀律、不如今之散漫也。世有別軍職以為官名者乎。世有所任軍官以出職

　名者乎。草創軸壁修潤、非所以光昭祖烈也。」（5　一25上b下a同上夏官兵曹第四）

54．「（前略）五衛既罷、以其無卒之将為武昼食案、而因重囲部童名。有司之因循

　頽唐、百事不振、類如是也。部将全曲職事。当家以其二員為儀杖庫郎官。血眼、

　部将庁出花日、儀時局、専以歯簿凶事、属之於部将而名之日、歯簿郎。（下略）」

　（5　一26上b夏官兵曹第四）とある。

55　「臣倒影、五衛既罷、其将領之官、既無卒伍、印璽帰属、散乱無統。而禁軍七

　百、又為無将之卒。於是羽林将・忠壮重・忠士将・兼司僕諸将領、又各散乱自立。

　而龍虎営堂上軍官・別付料軍官之等、又皆以無識剣玉為一局。官制軍制、両過信

　乱、筍且因循、莫知端緒。臣以為諸色将領、與随想庁・龍虎営、混而割腔、捻得

　将領官四十二人、正領官九十六人、禁軍七百二十人、別付料六十人、最下軍二百

　七十人。於是分之為三衛。（下略）」（5－26下ab夏官兵曹第四）とある。

56　「（前略）臣窟肉感、養兵之法、井田為上、屯田次之、口賦次之。今三者無所

　侍、而食出粟米、官出銭布、以養萬ロ游食之民。湖産父母妻子、威嚇凍饅、其勢

　不得不知届。受其害者、傭再無告之民與夫国家之大蔵二目、豊不嵯哉。　（中略）

　若其養兵之需、宜取東・西・町西郊、悉転官銭買之、為屯田。東属之於禦営、南

　属之県評監、西瓦之於禁営。募畿内軍民之驕健全無知者、毎一夫、民田五十負、

使之耕墾、相応卒伍之役、休無作農、以自給食、叢誌農隙操錬如法、則三代兵農

之制、庶幾復見於今日　。（中略）洪惟我先大王、以禁・御両営、深念其弊、必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ欲変通、綜縮緬降、謁沓遍及、而当時股肱之臣、皆不能対細動命、終使有為之志、

威帰無権評議、豊不恨哉。今若悉収三郊属三鷹、則話中其騒騒　。然不騒騒而能

成大業者、天下未之有也。有以遠垂紐熈帝之載、則騒騒其足調戯。斯可與有道遺

言、不可耐油風幽幽画人、能文而争論也。」（5－28上b下榎官兵曹第四）とあ

るように、正祖の時にすでに禁厭と御営の問題が提起されたことがあるが、なん

の改革も実施できなかったことを、当時の官僚の責任として指摘している。そし

て三郊の屯田化には反論が厳しいことを予測し、国王の決断を求めている。
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57　「地官修制」田制十二井田議四には「臣謹案、屯田之名、始起於漢昭帝。・（中

　略）国朝自証辰倭乱撃来、軍門累設、至四糸錦、毎一設営、轍置屯田、京城之側、

　軍手之野、海中諸島、遠方肥地、或築堤以離水、或防川洲引水、戯曲訥訥拒潮、

　威作屯田、以為献酬、募民耕墾、増収其利。夫一卒不屯、何名屯田。将臣山家、

　以其子弟賓客、差為小校、出為屯監。凡屯収千石者、監食其九、僅以其一納干営

　門。丁丁将臣随手雑用、国之田総、日就耗損。無労無功。肥此小弓、而将臣之富、

　富於三公。驕奢淫侠、鮮克由義。豊不惜哉。（中略）先王以田而養兵。今也以米

　而養兵、其能支乎。苛作屯田、宜於京城三十里之内、凡田皆買之為屯田、使諸営

　之卒、休番作農、以為生業、其臨料諸費、悉減悉除。唯以時錬式、賞以銭布、則

　国用寛裕、軍制厳整、乃復三代之旧　。周礼六遂之法、非即此法乎。」・（5－156

　下ab）と、屯田の由来や当時屯田の弊害をも含めてより詳しく記されている。

58注（56）を参照。

59井田制は実施不可能であるという見解に対する反論で、茶山は「瑳呼、天下之

　理、一也。今人之所必不能、亦尭舜三王之所不能。尭舜三王之所郵書、亦今人之

　所必能、豊州疑哉。夫執云、尭舜三王之世、尽天下之民、而計口分田乎。下焉者、

　沈子於無根之俗説、全軍者、拘滞乎先儒中帯注。雌赫赫経文、可証可拠、有田以

　破千古之惑者、則莫之察焉。此天下之通患也。」（5－82下a「地組煎子」田制

　一）と言っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教養部　助教授）

後　記

　　本稿は、筆者の一九九二年度東京大学大学院博士学位論文の一部分をもと

　にし、それを再構成したものである。脱稿後、同僚の石川巧講師と旧友の林

　文孝講師に日本語の表現に関する助言をいただいた。ここに感謝の意を表し

　ておきたい。
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